
「適切な保険」を確認するためのフローチャートの活用①

〇 「社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン」における「適切な保険」の範囲については、
昨年１２月に注意点に関する事務連絡を発出、本年４月には注意喚起の文書を国交省ＨＰにて
公表するなど、これまでも周知徹底に努めてきたところ。

〇 一層の周知徹底を図るため、加入すべき社会保険をフローチャート形式で確認できるリーフ
レットを作成し、社会保険の加入状況の確認及び加入指導に活用する（既存の一人親方に関
する「働き方チェックシート」もあわせて活用）。

フローチャートを活用し、
・元請企業は、下請企業に配布し、加入状況の確認を促す
・下請企業は、自社及び自社の労働者の加入すべき保険を確認

「社会保険の加入に関する下請指導ガイドライン」における
「適切な保険」の範囲
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